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『おお開拓者よ！』における自然描写
席　　　芳　媛
はじめに
　ウィラ・キャザー （Willa Cather, ₁₈₇₃⊖₁₉₄₈）はアメリカの女流小説家で、一連の未開地との接触、
雄大な自然との交感などを描いた辺境小説を通じて、アメリカ文学に大きな影響を及ぼした。キャ
ザーは₁₈₇₃年ヴァージニア州の町ウィンチェスターに生まれ、９歳で両親とともにアメリカの西部
ネブラスカ州のレッド・クラウドという移民が土地を開拓している村に移住した。₁₉₁₂年、₃₉歳の
キャザーは子供時代に生活していたネブラスカ州を再訪し、翌年その頃の記憶にもとづいて、ネブ
ラスカ州の辺境の開拓生活を背景とした二番目の長編小説『おお開拓者よ！』1（O Pioneers!）を創
作し、広く世に知られるようになり、作家としての地位を固めた。『おお開拓者よ！』は荒涼とし
たアメリカ西部の大草原を舞台に、スウェーデンから西部の開拓地に移住してきたベルグソン一家
が土地を開拓し、苛酷な自然と闘う姿を描いている。キャザーの他の作品と比べると、『おお開拓
者よ！』における自然は、より擬人化されていると考えられる。本論では、ウィラ・キャザーのこ
の重要な作品『おお開拓者よ！』の中の女性化された自然を中心に分析したい。
１．先行研究
　キャザー作品中の女性化された自然、あるいは、女性と自然の関係をめぐって、批評家たちはい
くつかの異なる視点からキャザーの作品の女主人公と自然の関係を解釈している。Judith Fetterley
（₁₉₉₀） は＂My Ántonia, Jim Burden, and the Dilemma of the Lesbian Writer”において、キャザーは同
性愛者であり、そのことがある程度創作にも影響を与えたと考えている。Fetterley はこの論文でレ
ズビアンの視野からキャザーの長編小説『私のアントニーア』（My Ántonia）　を解釈し、同性愛が
どのようにキャザーの小説創作に影響したかを検討した。その分析によると、キャザーの同性愛は、
要　　旨
　本稿では、ウィラ・キャザーの重要な作品『おお開拓者よ !』の中の女性化された自然を中
心に分析したい。まず、『おお開拓者よ !』の自然がなぜ女性化されていると考えられるかに
ついて説明する。つぎに、女性化された自然の文学的原型を遡り、特に、ワーズワースの詩「ハ
シバミ採り」とホイットマンの詩『開拓者よ！おお、開拓者よ！』の女としての自然の表象と、
キャザーの『おお開拓者よ !』のそれとを比較する。最後に、作品に現れる平安な自然と恐怖
の自然を比較し、女性化された自然の両義性を指摘する。そして、当時のアメリカの歴史との
関連から、小説中の自然の寓話的な意味と象徴的な意味、また、アメリカ人の自然に対する態
度も論じる。
　キーワード：ウィラ・キャザー／『おお開拓者よ !』／女性／自然
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小説の人物創造と筋に影響を与えるだけではなく、彼女の風景描写にも大きな影響を与えている。
Fetterley はキャザーの作品を理解するために、小説のテクストの隠れたキャザー自身の声を理解す
ることが重要であると指摘する。そして、この小説では風景は隠れたキャザーの意図の対象であり、
女性化された自然と性交することがキャザーの同性愛者としての欲望であると主張する。Fetterley
の主張は興味深く示唆に富んだ評論であるが、小説の登場人物の視点と作者の視点と一致して解釈
したと考える。私にとって、キャザーが同性愛者であるかどうかという点は、作品の内容と登場人
物の描くことには関係がないと思う。
　次に、Louise H. Westling （₁₉₉₆）は Fetterley の主張と同様に、長編小説『おお開拓者よ！』にお
けるキャザー自身の隠れた声を分析した。Westling によれば、女性化された風景に対するキャザー
の愛情が小説の中心的な意味として現れている。Westling と Fetterley は二人とも、小説のテクスト
がキャザー自身の同性愛に繋がることを通して、小説中の隠れたキャザーの声を発見した。二人と
も作者の同性愛がどのようにテクストに影響するかを論じ、特に Westling の解釈では女性化された
風景が注目されている。要するに、Westling と Fetterley の解釈では、小説中の登場人物の関係や小
説の筋の発展が注目されるだけでなく、小説に描かれた風景も小説の理解のための欠かせない暗示
であると考えられている。
　キャザーの他の作品における自然と女性の関係をめぐる解釈には次のようなものがある。Susan 
E. Hill （₁₉₉₉） は＂Landscape of Excess: Sexuality and Spirituality in Willa Catherʼs O Pioneers! and The 
Song of the Lark”で、『おお開拓者よ！』とキャザーの他の長編小説『雲雀の歌』（The Song of the 
Lark） を分析した。Hill によれば、『おお開拓者よ！』の主人公が土地の精神的価値を直感的に捉
えられるようになったことは、風景に精神的で性的な意味が含まれていることを示している。ま
た、Susan J. Rosowski （₁₉₈₄） は＂Willa Catherʼs Female Landscapes: The Song of the Lark and Lucy 
Gayheart”において、キャザーの小説創作について一つの問いかけをしている。キャザーの小説で
はジェンダーと女性意識の関係がどのように扱われているかという問題である。そして、『雲雀の
歌』では、風景は鏡のように女性主人公のジェンダー意識の成長と発展を映し出すとする。あるいは、
＂My Ántonia, and the National Parks Movement”において Joseph Urgo（₂₀₀₃） は、キャザーの長編小
説『私のアントニーア』（My Ántonia） の創作年代すなわち₂₀世紀初めにおけるアメリカの原生林保
護政策の観点からこの小説を論じた。当時アメリカの各州で国立公園が相次いで設立されたことは、
原生林保護の理念の表れであると説明している。さらに、荒野とアメリカの精神との関係も指摘し
た。もし国立公園として保護されたそのような原生風景と土地資源がなければ、国としての歴史感
覚も荒野の経験もなくなり、アメリカの精神的なアイデンティティが消滅するのである。Urgo の
論考では、アントニーアはアメリカの荒野を象徴する人物と捉えられている。そして、語り手ジ
ム・バーデンがアントニーアを探してネブラスカへ帰る旅程は、荒野の経験とアメリカの精神的な
アイデンティティを探して荒野に回帰することだとされる。当時のアメリカの歴史的文脈の中で、
アントニーアがアメリカの荒野の象徴と解釈されていることは、女性を自然と同一視する解釈とも
相通じる。
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　このように、キャザー作品中の女性と自然の関係をめぐって、批評家たちはさまざまな視点から
解釈した。しかし、この一連の先行研究を概観すると、いくつかの問題が浮かんでくる。一つ目の
注意すべき問題は、いわゆる女性化された自然、あるいは、女性と自然の関係という主題には単に
文学作品の解釈上の問題だけではなく、それ以外の領域の問題と概念も含まれているということだ。
例えば、政治、同性愛、環境保護とフェミニズムなどである。それゆえに、本論では、『おお開拓
者よ！』における女性化された自然を解釈する時、作品中の自然描写と自然の役割を分析すること
に加え、関連する文学作品との比較および家父長制度や男女平等などの問題も視野に入れる。
　もう一つの問題は、この一連の先行研究においては、解釈の焦点が作品の女主人公に絞られてい
ること、あるいは、キャザーの同性愛者としての創作過程に注目が集まっていることである。作品
の他の登場人物と自然の関係に着目されることは少ないようである。例えば、『おお開拓者よ！』
で女主人公アレグザンドラと土地の関係には注目が集まっているが、アレグザンドラの父ジョン・
ベルグソンと土地の関係はあまり注目されてこなかった。ジョン・ベルグソンは古い世代を代表す
る開拓者であるから、彼の視点から見た自然を考察することも重要である。第一部に描かれた自然
と第二部に描かれた自然との違いを考えると、両方とも女性化された自然と捉えられるかどうかと
いう点も重要である。ジョン・ベルグソンの視点からアレグザンドラの視点への移行を見ると、自
然は多面的な性格を持つと考えられる。そのことで、女性化された自然という原型も豊かになり、
さらに、小説の寓話的な意味と象徴的な意味も一層増すと思われる。
　したがって、本論では、『おお開拓者よ！』の女性化された自然の特徴および象徴的な意味を論
じるために、三つの部分に分けて考察する。まず、『おお開拓者よ！』の自然がなぜ女性化されて
いると考えられるかについて説明するために、自然描写の言葉を中心に分析したい。例えば、作品
中の土地を耕す道具「鋤」（plow）は重要な隠喩であり、自然と女性はともに豊かな恵みをもたら
す存在、そして人間と男性に対してそれぞれ二元論的対立関係をもつ存在として描かれている。つ
ぎに、女性化された自然の文学的原型を遡るために、特に、ワーズワースの詩「ハシバミ採り」と
ホイットマンの詩『開拓者よ！おお、開拓者よ！』の女性としての自然の表象と、キャザーの『お
お開拓者よ！』のそれとを比較し、三つの作品で、男性の征服欲の対象としての自然が処女として
描かれている類似点を指摘する。さらに、女性化された自然のイメージには、人間の自然に対する
態度と行為が反映されていることも考察する。最後に、作品に現れるアレグザンドラの視点から見
る平安な自然と、ジョン・ベルグソンの視点から見る恐怖の自然を比較し、女性の持つ処女や魔女
という性格の両義性を指摘する。そして、当時のアメリカの歴史との関連から、小説中の自然の寓
話的な意味と象徴的な意味、また、アメリカ人の自然に対する態度も論じる。
２．女としての自然
　まず、どのように自然が女性化されているのかを、言語の観点から考察したい。第三部「冬の記
憶」の冒頭で、キャザーは直接的に「彼女」（she）という言葉を使い、自然を示している：
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冬はふたたび、分水嶺の上にどっかとのしかかってきた。自然が立ちなおる季節であり、豊
饒の秋と情熱の春のあいだの、深い眠りにおちる期間でもある。（₂₆₅）２
　自然を女性代名詞で示すことは、広く見られることであるが、『おお開拓者よ！』に見られる自
然が女性化された自然と考えられるさらなる理由の一つは、第二部の心地よい春の耕作の場面の自
然描写に性的な意味が含まれていることである。例えば、次の一節に見られるような、豊饒な土地
の場面の自然描写には、多くの研究者が隠された作家の意図を巡って解釈を展開し、同性愛者とさ
れたキャザーのジェンダーの曖昧性と関連づけて考察している。男女交合の隠喩的な意味が含まれ
ているこの場面に隠されたキャザーの意図に焦点を当ててみたい。まず、フロイトの『夢判断』に
記録されている患者の夢と第二部の場面を比較すると、この作品の性的な意味は一目瞭然である。
人がまだ母の子宮にいるときに、子宮内にいる機会を利用して両親が交合している場面を想像する
という夢の内容は次のように記録されている。
絵は何かの道具で耕されている大地を表象している。そして新鮮な空気とその景色に付随す
る苦役の理念、そして青黒い大地の塊は美しい印象を生みだす（第 VI 章）
　夢で想像されるこの場面は、以下のように引用してある第二部の心地よい春の耕作の場面と比べ
ると、いくつかの共通点が含まれている。例えば、耕作された田んぼ、澄んでいる空気と心地よい
雰囲気は、両者において言及されている。
次に、第二部のこの場面の言葉、特に「鋤」と「あぜみぞ」の表象を分析しておきたい。
この地方の春の鋤入れくらい、心たのしい情景は数すくないであろう。このあたりでは、たっ
た一枚の畑のあぜみぞが、長さ一マイルにもおよぶことがしばしばであり、褐色の土は、と
ても清潔な、つよい香をはなち、あのすばらしい生育と生産の力をうちに蔵して、心こめて
鋤に身をまかせ、鋤の金具のかがやきをくもらすことさえなしに、そっと深い幸福のため息
をもらしながら鋤べらから転がりおちていく。（₂₀₅）
　この描写で土地を耕す道具「鋤」は重要な隠喩として、人間と自然の対立関係を象徴している。
「鋤」は単に開拓者の労働道具であるのみならず、人間が夢あるいは自己を実現させるための道具
と手段であり、文明の荒野または自然に対する侵入の象徴である。人間は荒野を征服する対象と
見なし、逆に大地は、第一部の「大地は迫り来る鋤刃と戦う」（₃₆）という一節に見られるように、
人間の鋤に抵抗を示す。ここには荒野と人間の対立に加えて、人間の自然に対する勝利という概念
が見てとれる。春の耕作は「心たのしい情景」（gratifying scene）であり、満足を与える心地よい場
面だと強調される。人間は鋤で荒野を農地に変えていき、そこでは自己満足が得られる。力強い自
然は甘んじて人間の支配を受けいれているのである。
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　「女としての自然」3は多くの文化圏でよく見られるイメージである。この場面で描かれた自然も
女性だと見なされるならば、そこには性的な隠喩もこめられている。「あぜみぞ」（furrow）は鋤で
耕された溝のような細長いくぼみであるが、それは人間が大地を鋤で耕した痕跡として文明の自然
に対する侵入を表現すると同時に、男女交合をも暗示している。鋤は男根の象徴でもあり、土地を
耕す場面は男性の女性の体内への侵入とも読み取れる。とすれば、人間の自然に対する勝利は、男
性の女性に対する勝利あるいは家父長制の専横的な支配を示す。人間中心主義と男性中心主義の勝
利が並列されて暗示され、自然と女性は同類の従属的立場に立たされている。
　キャザーが意図的に自然を女性として強調する理由は何だろう。環境歴史家キャロリン・マーチャ
ントは環境史の代表作品である『自然の死』で、女性と自然の類似性を次のように述べる。「女と
自然は古くからつながりをもち、その結びつきは、文化・言語・歴史を通じて持続されてきた」（₁₂）。
また、「西洋文化においても非西洋文化においても、伝統的に自然は女であった。中世から近代初
期にかけてのラテン語・ロマンス語では、自然は女性名詞で」（₅₆₇）あった。このように、「女性
としての自然」は西洋文化の伝統的なイメージである。例えば、われわれはしばしば「母なる自然」、
「未開発処女地」などと呼ぶ。しかし、なぜ人間は自然に女性のイメージを連想するのか。この問
いに対するひとつの答えは、「女性としての自然」の表象が、文学作品でよく自然の征服という主
題において用いられることと関連する。ワーズワースの詩「ハシバミ採り」とホイットマンの詩『開
拓者よ！おお、開拓者よ！』では、女性化された自然を征服する人間の欲望が表現されている。こ
の二つの作品をキャザーの『おお、開拓者よ！』と比較すると、三つの作品にはいくつかの類似点
があり、その類似点を明らかにすることによって『おお、開拓者よ！』に表現された征服の主題を
より深く解釈することが可能になる。
　まず、ワーズワースが₁₇₉₉年の冬にドイツ北部の都市ゴスラーに滞在する時に創作した詩「ハシ
バミ採り」4に含まれている女性化された自然の象徴的な意味を見てみよう。この詩はワーズワース
の少年時代ハシバミ採りの記憶に基づいて作られたものであり、そして、彼の自然が霊的な存在と
いう自然観の心理的萌芽も見られる詩である。詩の第一節では、主要な登場人物が説明され、物語
のプロットの展開を暗示している：「その日は忘れがたい／尊い一日であったやうに思はれる。／
（かういふ日は唯一日に限ったわけではなかった）／子供らしい望みに夢中になって」。詩の冒頭
では、「子供らしい望み」（the eagerness of boyish hope）という言葉で話し手が大人になっていない、
まだ子供であることを暗示し、さらに詩の後半の部分での主人公の不遜なふるまいの伏線ともなっ
ている。
　次の一節では、「手にも鈎をもって」（A nutting-crook in hand）と、男の子の持ち運んでいるハシ
バミ採りの道具を説明している。しかし、これは単なる道具ではなく、詩の後半では「武器」に変
わる。男の子は森を歩いていく。森の雰囲気は女性の身体のメタファになっていると思われる。性
意識に目覚める青年期の男性がこのような場所を通過することは、詩全体の象徴的な意味を示して
いるだろう：「大きな頭陀袋を肩にかけ、／手にも鈎をもって家を出て／ある遠い森へと足を運んだ。」
　次の展開は処女の自然のイメージを強め、詩のエロチックな意味を強調するだろう：「道のない
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岩の上や、密生した羊歯叢や、藪の中を押しわけて／人も訪はぬなつかしい森蔭に来た。／榛は高
く眞直に、人目を誘ふ實がむらがりなってゐた。／葉は枯れて、垂れた折枝もなく、／劫奪の殺風
景な印もない、汚されぬ処女の姿！」子供は森の未踏の片隅を見つけ、魅力的に群がっている背の
高いハシバミに覆われた「汚されぬ処女の姿」（A virgin scene）に魅せられる。彼は心のうちに達
成感と満足感を感じながら、目の前の場面を楽しく享受している。彼の喜びと満足感には、男性の
処女に対する性的な欲望が反映されているだろう。
　そして、詩の最後の節では、男の子は不意に情け容赦なく処女風景を破壊し汚してしまう：「そ
して木の實を手に入れる喜びを信じて、／樹の幹や、岩石や大空を打ち眺めつゝ／心はとゞめなき
物の悦樂に耽った。／それから私は急ぎ立ち上って／大枝、小枝もろともに／力任せに無理やりへ
し折った。／榛の樹蔭や、苔むした緑の樹蔭は／不具にされ、汚され、害はれる」。この場面では
処女の風景に対する男性的な破壊と支配が表面化し、男性の女性に対する所有欲も示唆されている。
処女を支配することは男性に充実感と満足感を与える。次の一節の中の「王にも勝る富を抱いて喜
び」（rich beyond the wealth of kings）という言葉には、詩の主人公の自己満足の含意が見られる。
　しかし、彼はその場を去ろうとして、「痛みの感覚」（a sense of pain）に突然襲われる。この痛み
の感覚は、多分静かな木が乱暴に倒され、そこに侵入してきた空を見て生じたものだろう。「侵入
する」（intruding）という言葉は、男の子が処女の風景を破壊した結果、彼の心へ侵入してきた後
悔の念を暗示すると考えられる。つまり、この詩には、性的な言葉や雰囲気を通じて、人間の自然
風景への支配、男の子の処女の風景の支配と、そこに図らずも生まれた自責の念が描かれている。
　次に、ホイットマンの₁₈₆₅年に、『草の葉』第四版に発表した詩『開拓者よ！おお、開拓者
よ！』5中の自然征服の主題を分析しておきたい。『開拓者よ！おお、開拓者よ！』は先駆者への頌
歌であり、アメリカ歴史上で₁₈₄₀年から続々西部への進出が始まった西漸運動とインディアン戦争
を背景としての詩である。この詩には、先駆者たちがアメリカ西部の砂漠の荒野を開拓し、インディ
アンと戦い、安定した生活に向かって奮闘する一連の冒険が描写されている。ホイットマンは先駆
者たちの砂漠の荒野を横切り、インディアンと戦い、あらゆる苦難を乗り越え、開拓地での新生活
を求める、危険を恐れない大胆な勇気と意志を称賛する。多くの批評家はキャザーの小説『おお、
開拓者よ！』の小説名はこの詩から取られていると考えている。その理由は、両作品ともに、アメ
リカの西漸運動が反映されていて、先駆者たちの勇気と精神を称賛しているからである。しかし、
この二つの作品の自然描写と、女性化された自然の比較考察は、まだ不十分であると考える。これ
らをさらに詳細に比較検討すれば、自然描写と女性化された自然の表象の相違点も表れてくるだろ
う。
さあ、俺の黒く陽にやけた子供たちよ、
整然と、しっかりついておいで、お前たちの得物を用意しろよ、
ピストルはもったか、鋭い刃のついた斧はもったか。
開拓者よ！おお、開拓者よ！
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俺たちはここで手間どってはおれないのだ、
俺 の愛する人々よ、俺たちは前進せねばならない、俺たちは危険の矢面に立ち向かわねばなら
ないのだ、
俺たちは若くて元気な人間だ。ほかの人々はみんな俺たちを当てにしている。
開拓者よ！おお、開拓者よ！
おお、お前ら若者たち、西部の若者たちよ、
逸りに逸り、元気いっぱい、男らしい誇りと友情にみち溢れた者ども、
俺 ははっきり見ている。西部の若者たちよ、お前たちが最先頭と一緒に歩いているのを見るのだ、
開拓者よ！おお、開拓者よ！
　この詩の第一節では、「得物」、「ピストル」、「鋭い刃のついた斧」などの荒野を開拓し、自然を
征服する武器が登場する。ホイットマンは命令文と疑問文を用い、開拓者たちが西部の荒野に前進
する前に武器を忘れないように確かめよと述べている。これらの武器は人間が自然を征服する、あ
るいは、インディアンと戦う際に欠かせないものであり、工業文明の自然への侵入を象徴している。
そして、この詩の中の武器はワーズワースの「ハシバミ採り」の「鈎」やキャザーの『おお、開拓
者よ！』の「鋤」とは文脈での意味は違いが、同じ機能と象徴を持ち、人間の自己実現を達成する
手段であると考えられる。このように、人間の土地を征服する欲求と自然との闘争が、これら三つ
の作品には見られる。
　ワーズワースの「ハシバミ採り」と同様の男性的特徴が『開拓者よ！おお、開拓者よ！』にも表
れている。例えば、詩中では、若い開拓者たちは活気に満ちた威勢のいい姿で描かれている。ホイッ
トマンは、青年開拓者たちの、抑えきれない荒野への思いや、行動力に満ちた男性的な誇り、自分
の力を証明したいとはやる気持ちを賛美している。「逸りに逸り」、「元気いっぱい」、そして「男ら
しい誇りと友情にみち溢れた」などの表現が用いられ、男性的な雰囲気が強められている。
　ホイットマンはこのように男性的なイメージを強める一方で、自然を女性化しているのだろうか。
詩の各節の終りの反復句「開拓者よ！おお、開拓者よ！」というフレーズは男を鼓舞する呼びかけ
である。ホイットマンはこの句を繰り返すことで、詩の男性的な力を十分に表現し強調している。
したがって、自然は男性の征服する対象になり、その結果として女性化されていると言えよう。
俺たちは間断なく支隊を繰り出し、
懸崖を降り、山径を越え、嶮岨な山々をよじ登り、
俺たちは未知の道を行きながら、征服し、所有し、大胆不敵のことをやり、危険を冒すのだ、
開拓者よ！おお、開拓者よ！
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俺たちは原始林を伐り倒す、
俺たちは自分らを悩ます川を堰きとめ、そのなかにある鉱脈を深く掘りさげる、俺たちは広漠
　たる地表を測量し、処女地を開発するのだ、
開拓者よ！おお、開拓者よ！
　いうまでもなく、自然を征服する欲求が詩の文脈では表現されているが、より興味深いのは、一
連の象徴的な自然のイメージがこの二つの節に含まれていることである。まず、上記引用の前半部、
第五節では、先駆者たちは自然を征服し、険しい山をよじ登り、未知の道を行くと述べられる。こ
こで自然は人間の征服の対象となる。彼らの精神は自然を支配することによって示され、実現され
るのである。続いて、第六節では、自然の征服という概念が強調され、同時に女性化された自然の
イメージも描かれている。「処女地」という単語は、常套句ではあるが、未開地を女性に例えられ、
男性の征服の対象となっていることを明示している。人間の夢と期待に満たされた西部の荒野と広
大な土地は、文明が侵入していなかった場所である。この点から見ると、この「処女地」と「ハシ
バミ採り」の「未踏」の場所は同じ表象であると考えられる。
　₁₉世紀のアメリカは、商業主義や工業化の進展とともに、干拓、採掘、森林の伐採などの新しい
活動が西漸運動と連動し、環境を変えていった。第六節で言及された鉱業活動は、母なる自然とい
うイメージがどのように人間の行為に影響を与えるのか、また、このイメージがどのように工業化
によって変わっていくのかを表している。鉱業は現代社会では一般に行われる人間の活動であるが、
従来の伝統的社会では制限され禁止されていた。その理由は、鉱山が母親の子宮に象徴されていた
ことと関連する。マーチャントによれば「大部分の伝統文明にとって、鉱物や金属は母なる大地の
子宮のなかで成熟するものであり、鉱山はその膣にたとえられ、冶金は、溶鉱炉という人造子宮を
つかって、生きた金属の誕生を人間の手によって早める行為、つまり、金属の自然な成長をその期
が熟するまえに中絶してしまうことであった。」（₂₄）
　人間の鉱業活動は母体への身体的な攻撃と考えられ、自然に対する残忍な侵略と関連づけられ、
母性たる自然への冒涜の象徴となる。人間は自然を母親のような存在として比喩的に捉え賛美して
いる。その理由のひとつには、使い果たせないほど豊富な大地の資源を慈母の姿として想像してい
ることがある。自然と母親との連想は、人間が自然環境を一方的に開発し破壊することによって、
母親像の崩壊を意味するに至る。人間は自然からの恩恵を当然のことと考え、増大しつつある欲望
を満足させるために、母なる自然から与えられる資源を過度に利用し、枯渇させてしまう。
　さらに、母なる自然に加えて処女としての自然も描かれ、第六節に描かれる人間の活動は複層的
な女としての自然となっている。母としての自然が人間に、処女としての自然が男性に征服される
隠喩が重層的に表れる。その根底には、男性の衝動があり、女性に対する支配と征服を望む欲望が
あるのだろう。その欲望は人間の自然に対する征服欲と重ね合わされて描かれていると思われる。
ワーズワースの詩「ハシバミ採り」とホイットマンの詩『開拓者よ！おお、開拓者よ！』は両方と
も人間の自然の征服と男性の女性の征服との類似性を映し出しているのである。
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　「ハシバミ採り」と同じように、『開拓者よ！おお、開拓者よ！』も一人称「私」を話者として、
マニフェスト・デスティニー6に対する支持、または、先駆者たちへの称讃を直接伝える。しかし、
前者と異なり後者では、単数名詞の「私」を用いるのみならず、複数名詞の「俺たち」も用いている。
「俺たち」という言葉は全体としての男性が女性に対立することを示す。このことによって、個人
ではなく男性全体が、女性そして自然と対立する意味が強調されていると考えられる。
　自然を征服することは常に女性化された自然の姿と結び付けられてきた。キャザーの『おお開拓
者よ！』でも例外ではない。登場人物ジョン・ベルグソンの視点には、自然を征服する主題が含ま
れている。第一部の前半では、ジョン・ベルグソンは荒野と戦った自分の人生を回顧している：
十一年の長い年月がたったいまも、ジョン・ベルグソンは、かつては手なずけてやろうと意
気ごんでやってきたこの未開の土地にたいして、ほんのわずか足跡をのこしたにすぎなかっ
た。（₁₇₅）
ジョン・ベルグソンは、土地というものは、元来、のぞましいものであるという旧世界式の
信念をもっていた。（₁₇₆）
　ジョン・ベルグソンにとって土地は望ましいものだ。したがって、彼は土地を征服することを望
む。彼の土地を求める感情は、たぶんその時の多数の先駆者の土地に対する態度の代表といえる。「の
ぞましいもの」を「手なずけてやろうと意気ごんでやってきた」のはジョン・ベルグソンだけでな
く、先駆者全員がそうであった。アメリカの西部の荒野に対するこの思いには、人間の未開発の処
女地への集団幻想が反映されている。その未開発の処女地は素朴で不毛な土地であるが、処女のよ
うに清純な将来の開発の潜在的可能性がある。人間が未開墾の土地を征服したがっているというこ
とは、彼らの自己実現欲の表れである。もし土地が人間によって征服されていかないならば、それ
は失望か挫折といった感覚を与えることになる。そして、人間の自己の価値も証明できないことに
なる。次の引用にはこの人間の土地と自然に対するさらに強い熱望が表現されている：「新開地と
いうものには、とかくうろたえさせられることが多いものだが、なかでも人間の手になる境界標が
ないということは、いちばん人を憂うつにし、気力をそぐものの一つであろう」（₁₇₄⊖５）。または、
「あたりの開拓者たちは、この田舎町の板張りの歩道のあちこちにすわりこんで、もともとここは
人間の住めるような土地ではないのだと、語りあったりした」（₁₉₀⊖₁₉₁）。
　これらの描写によれば、アメリカの飼いならされない広大で荒涼した自然は、霊的な自然ではな
くて、開拓者に挫折を与え、しかし、たとえ自然が狂暴だとしても、土地が不毛だとしても、土地
を征服し所有する欲求を満たすために、人間は土地を人々の住居に適するように開墾しようとする。
自然は明らかに人間の征服する対象であり、人間が自分を中心とする世界観すなわち、人間中心主
義の考え方に立っていることを含意している。
　これらの作品の比較を通して、『おお開拓者よ！』における女性化された自然のより深い解釈を
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試みたい。これらの三つの作品の直接の影響関係は明確ではないが、類似した特徴が含まれている
ことは明かである。まず、これらの作品に関する征服の主題は、例えば、人間が自然を征服し、土
地を開発することを通して、彼らの自己価値を示すために自然に印をつけることを希求し試みると
いうことが、三つの作品において同様に表現されている。次に、これらの作品に描かれた労働道具
にも隠喩的で象徴的な意味が同様に内包されている。さらに、これらの作品における自然は一様に
女性化されている。しかし、これらの作品中の自然の特徴にはいくつかの違いもある。人間の行動
は「ハシバミ採り」と『開拓者よ！おお、開拓者よ！』においては、より積極的な、または意図的
で侵略的な行為である。これらの二つの作品では、自然は登場人物のように物語を構成し、展開す
る機能を持たず能動的な存在ではない。それに比べて、キャザーの作品では、自然は人間の行動に
抵抗したり協力したりする主体的な機能を与えられている。その上、女性化された自然のイメージ
はより複雑で多面的である。「ハシバミ採り」と『開拓者よ！おお、開拓者よ！』においては、自
然は典型的な処女という隠喩を持つが、『おお開拓者よ！』においては、自然は処女に加えて、魔
女という隠喩も併せ持つ。以下、キャザーに見られる女性化された自然の両義性とその二面性を持
つ描写について考察を加えたい。
３．女性化された自然の両義性
　前述のとおりに、女性化された自然は、男性の女性の征服と人間の自然の征服に関連している。
そして、女性と自然の類比に関してもう一つ挙げられる点は、危害をもたらす恐ろしい自然と、邪
悪で不吉な魔女という二面性があることである。旧約聖書では、イブは蛇にそそのかされて禁断の
木の実を食べてエデンの園から追放された。また、ギリシア神話ではパンドラが好奇心に負けて箱
を開き、それによって飛び出した災いによって人間にさまざまな恐ろしいことがもたらされる。こ
れらの物語は、女性が容易に悪によって騙されることを教える。実際に、多数の研究者が自然のも
たらす恐怖や害悪と女性のイメージとの関係に注目している。例えば、イーフー・トゥアンとキャ
ロリン・マーチャントは自然と女性の関係および自然と女性の両義性に関して言及している。
　地理学者であるイーフー・トゥアンは『恐怖の博物誌』で、人間と周りの環境との関係、または、
人間の自然や環境に対する感情と認識の観点から、人間が異なる環境に直面すると異なる感覚を生
じると言う：
　
世界中どこであれ、人間は自然の力を擬人化する傾向を示してきた。実際、生物であれ無生
物であれ、人はある対象を身近に感じようとすれば、それらに必ず人間的な性質を付与した
ものだ。暗闇や山の頂上といった物理的環境に人間の悪意が超自然的衣をまとった存在、す
なわち魔女や幽霊が結びつくと、自然そのものの威力や霊気とはまたちがう不気味さが生じ
るものである。（₁₆₀）
　トゥアンによると、人々は自然を身近に感じることができるように、自然の現象を擬人化する傾
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向がある。人間は混乱する自然と自然災害を邪悪な幽霊あるいは魔女と関連付けて考えると言う：
「（魔女が）たいへんな混乱を生み出す力であると同時に、混乱を生み出すまた別の力やその現れ
である暗闇、猛獣、荒野、山々、嵐などと結びつく」（₁₆₂）。
　同様に、マーチャントは『自然の死』で、魔女のイメージは混乱する自然と無秩序の自然を象徴
すると述べる：「自然についてのイメージで近代初頭に重要な意味をもつようになったのは、征服
され、支配されるべき無秩序で混沌とした世界のイメージであった」（₂₄₄）。この混沌なる自然には、
人間が自然を征服し支配する意味も含まれている。「自然の暴力を象徴する魔女は、嵐をまきおこし、
人びとを病気にし、作物に被害を与え、繁殖の邪魔をし、幼児の命を奪った。不穏な女は、混沌と
した自然と同じように、おさえつけておかねばならなかった」（₂₄₄）。
　そして、マーチャントは処女として自然、あるいは、母なる自然と同様に、混沌なる自然と無秩
序の自然も女性と関連づける。自然を処女として見ると、人間の自然を開拓したいという欲求が想
起され、自然を強い生育力がある慈母として見ると、自然から継続的に搾取したいという人間の欲
求が想起される。それに対して、自然を魔女として見ると、人間は自然を制御し身を守りたいとい
う意識を触発される。これは、女性としての自然における三つの面だろう。そこには善良で明るい
面だけではなく、邪悪で暗い面も含まれている。マーチャントによれば「自然のイメージも女のイ
メージも、つねに表裏をなすふたつの面をもっていた。つまり、清らかな乙女は平和と静けさをも
たらし、母なる大地ははぐくみと稔りをもたらしたが、その反面、自然は疫病や飢饉や嵐をもたら
したのである」（₂₄₄）。
　このように、マーチャントが説明する女性としての自然の両面性は、人間の自然に対する態度、
そして女性化された自然を理解する上で重要である。マーチャントは引き続きなぜ混沌たる自然が
魔女に象徴されるのかについて、その理由を説明する：「女の暗い面は自然の御しがたさを象徴し
ていると考えられた」（₂₅₄）。だからこそ、自然の持つ無秩序な面は女性の暗闇の面と同一視され
るのである。たしかに、西欧ギリスト教社会の認識においては、女性には聖母マリアのような神聖
で救世主の化身という属性がある一方で、強い性欲をもち、悪に騙されやすく、不吉という印象も
ある：「同時に、女は男より自然に近く、社会的には、同じ階級の男よりも地位が低く、はるかに
強い性欲にとらえられやすいと考えられていた」（₂₅₄）。このように、女性は不吉な魔女のようで
あるとされ、支配され鎮圧される対象となっている：「荒々しく混沌とした自然のように、女もま
たおさえつけて身分相応な場所におしこめておかねばならないものであった」（₂₅₄）。
　そして、マーチャントのもう一つの著作 Reinventing Eden: the Fate of Nature in Western Culture では、
男性の女性に対する態度と人間の自然に対する態度から、自然と女性の関係を三つに分けている。
西洋文化において、イブとしての自然は３つの形で現れる。原型のイブとしての自然は処女
であり、純粋で明るい。つまり、手が入っておらず不毛であるが、開発の可能性を持つ土地
である。堕落したイブとしての自然は無秩序で混沌としている。すなわち荒野、荒れ地、も
しくは改良を必要とする砂漠である。暗黒で魔女のようであり、蛇の姿をした悪魔の餌食で
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あり代弁者でもある。母であるイブとしての自然は改良された庭園である。すなわち、果実
を生産する豊かな大地であり、成熟した子宮、つまり円熟である。（₂₂）
４．第一部と第二部の比較
　前述の通りに、自然には従来平和の自然と恐怖の自然という二つの側面があり、この二つのイ
メージが女性の明るい側と暗い側に関連している。ここでは、女性化された自然の両義性を関連さ
せて『おお開拓者よ！』における自然描写を検討したい。より広い範囲から解釈するために第一部
と第二部に見られる土地と自然の描写を比較し、類似点と相違点を分析する必要がある。この問題
点については、小説中の自然描写の差異と登場人物間の土地と自然に対する異なる態度という二つ
の方面から分析してみたい。『おお開拓者よ！』では、キャザーはネブラスカ大草原の四つの季節
を時間の軸として、プロットが展開される。まず、第一部では冬の光景が描写され、第二部は春の
光景が背景として描写される。既に見た大豊作の心楽しい景色と比較すると、第一部に描かれた風
景は人を落胆させる色合いを持っている。次の第一部での分水嶺の描写には暗い情景が描かれて。
あたりの農家は数もすくなく、遠く離れ離れだった。そこかしこに、冬空を背景に風車が不
気味に立っていたり、とある芝士の家が、くぼ地のなかにうずくまっていたりする。だが、
偉大なる事実は大地そのものであって、これが、陰うつな荒地のあちこちであがいている人
間社会のささやかなはじまりを打ち砕いてしまいそうだった。この巨大な冷酷さにぶつかっ
たからこそ、少年の口もとがあんなににがにがしげな表情になったのであった。つまり、彼
には、人間があまりにも微力で、ここではなに一つ跡をしるすこともできないし、また、大
地自身のはげしい力や、独自の、一種蛮的な美しさ、中断されることのないもの悲しさなど
をいつもでも保っていたいのだという風に感じられたからだった。（₁₇₂）
　心楽しい景色が自然に対する人間の勝利を意味するならば、この暗い景色には荒涼とした自然を
前にした人間の無力感が表れている。色彩の点では、全体的に暗くて陰気な景色を呈する。そして、
分水嶺の雰囲気には不気味で恐ろしい感覚が表れている。しかし、この失望させる風景に反して、
第二部では、自然が楽しい風景と表現される：
ひろびろした野づらには、どこかあけっぱなしの、たのしげな、若々しさがある。惜しげも
なく季節の心に身をまかせ、すこしもかくしだてはしない。ロンバルディの平原のように、
太陽を迎えようとしてすこし盛り上がっているかに見える。大気と土地が、奇妙に組み合わ
され混ざり合って、あたかも前者が後者の吐き出す息のようだ。あたりの大気のなかにまで、
耕地のなかにあると同じような、人を元気づける力づよい性質が、同じような力と決然たる
ものが、感じられる。（₂₀₅－₂₀₆）
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　この描写では、空気は喜びと活気で満たされ、色合いが濃く、力強い雰囲気を呈する。明るい日
光と肥沃な土地がこの景色には含まれ、より牧歌的または、田園的な色彩が添えられている。そして、
大気と土地の自然発生的な調和はもう一つの面、すなわち、自然の豊かさを示しているようである。
これでわかるように、使われた言葉においても、作られた色彩と雰囲気においても、第一部の景色
と第二部の景色では全く異なる表現がなされている。そして、風景描写の違いとともに、登場人物
の土地に対する態度も違う。特に、アレグザンドラと彼女の父ジョン・ベルグソンである。前述の
ように、大収穫と美しい田園が含まれる「こころ楽しい景色」は第二部で表れる。しかし、「未開の地」
と題された第一章では、旧世代の開拓者であるジョンが存命中で、自然がまだ征服されていない頃、
彼は荒々しい自然に対する次のような感嘆を述べている：
土地はまだまだ、どこか意地悪いところのある野育ちのものだった。そして、いつなんどき
その意地悪さを示しだすやら、またなぜそんなことをするのやら、知れたものでなかった。
あたり一帯に不運がおおいかぶさっていた。地霊とでもいったものが、人間に友情を示さな
いのだった。（₁₇₅）
ベルグソンは、自分をこれまではばんできたいろんなことを、くり返し心に思い浮かべてみ
た。つぎの年の夏には、耕作用の馬が一頭、草原犬の穴7で片足を折ってしまい、こいつは
射殺しなければならなかった。また夏には、コレラで何匹かの豚を失くしたし、大切な種馬
がガラガラ蛇にかまれて死んだこともあった。再三再四、農作に失敗した。子供をふたり亡
くしたっけ、それも男の子で、ちょうどルーとオスカーのあいだにはいるわけだが。（₁₇₅）
　これらの引用から、ジョン・ベルグソンの自然に対する思いが分かる。ジョン・ベルグソンにとっ
て、自然と土地は不快なイメージがあり、人間にとって恐ろしいもの、死さえもたらすものなので
ある。しかし、次の描写にあるように、アレグザンドラにとって、自然はもう一つの属性、すなわ
ち、豊かで、力強いという様相を呈する：
あまりにも晴々とかがやいているその顔をみては、訊いてみるのも気はずかしかった。おそ
らく、この土地が地質時代の海から立ちあらわれて以来いまはじめて、愛とあこがれをこめ
た人間の顔が、そのほうに向けられたのであろう。彼女にとって、大地はうつくしいものに
思えた、ゆたかで、強く、かがやかしいものだった。彼女の目は、大地をいっぱいにすいこ
んで、ついには涙で目が見えなくなった。いまこそ、分水嶺をこえて息づいてくる、大きな、
自由な魂――分水嶺の地霊が、人間の意志のまえに、これまでにないほど低く頭を垂れたの
にちがいなかった。（₂₀₁）
　アレグザンドラは自然を愛したいという切望を抱き、自然の自由で愉快な様子を体感している。
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この小説では、これらの登場人物の間で矛盾する自然描写と自然観が重要な意味を持つ。これらの
相違点は小説のプロットの発展を推進し、自然の表象に豊かさを与え、さらに、女性化された自然
の持つ両義性を鮮明にする。
終わりに
　本論で考察してきたように、ワーズワースの詩「ハシバミ採り」やホイットマンの詩『開拓者よ！
おお、開拓者よ！』の女性としての自然の表象と比べると、キャザーの『おお開拓者よ！』の自然は、
ジョン・ベルグソンの視点からは、男性の征服欲の対象としての自然が処女のように描かれている
ことが分かった。そして、作品に現れる平安な自然と恐怖の自然が、女性化された自然に両義性を
与えていることが検証された。キャザーの『おお開拓者よ！』では、荒涼として征服されていない
魔女のような自然が、人間に災害と死のような恐ろしいものをもたらすと同時に、征服され平和で
豊かな母なる自然は、人間に豊かな資源と穀物をもたらす。さらに、ジョン・ベルグソンに代表さ
れる開拓の先駆者たちは、征服欲と自己実現の期待を込めて、自然を処女に擬するのである。それ
についてのさらなる詳細な分析は別稿に期したい。
 
＊本稿は、₂₀₁₃年６月１日に行われた日本アメリカ文学会東北支部例会において発表した原稿に加
筆訂正を加えたものである。
注
１ 　本稿における「おお開拓者よ！」からの引用は『現代アメリカ文学全集２』の小林健治訳（₁₆₃–₃₂₈ページ）
を用いる。
２　小林健治訳では、原文の she が「自然」と訳されている :Winter has settled down over the Divide again; the 
season in which Nature recuperates, in which she sinks to sleep between the fruitfulness of autumn and the passion of 
spring. （₁₃₉）。強調は筆者による。
３　『自然の死』の日本語訳は団まりな他訳を使用する。また「女としての自然」は『自然の死』の第一章の
タイトルである。
４　「ハシバミ採り」の日本語訳は幡谷正雄訳を使用する。ただし、幡谷は題名を「木の實拾ひ」と訳している。
５　「開拓者よ！おお、開拓者よ！」の日本語訳は『ホイットマン詩集』の長沼重隆訳（₁₁₇－₁₁₈ページ）を用いる。 
６　『アメリカを知る事典』によれば、マニフェスト・デスティニーは「明白な運命（天命）と膨張の宿命（天
命）などと訳されるアメリカ膨張主義思想の典型」（₄₉₂ページ）。
７　＂a prairie-dog hole” （O Pioneers!,₁₆）
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